
●
オ
ー
ナ
ー
さ
ま
か
ら
入
居
者
ま
で
を
対
象
。
紙
面
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
約

２
ヵ
月
、
全
国
か
ら
支
援
が

集
ま
り
、
被
災
地
は
復
興
へ

向
け
て
少
し
ず
つ
姿
を
変
え

て
い
ま
す
。
震
災
直
後
か
ら

賃
貸
住
宅
業
界
の
活
発
な
支

援
活
動
は
連
日
報
道
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
対
応
の
早

さ
は
業
界
が
成
熟
期
に
向
い
、

ま
た
、
社
会
貢
献
に
敏
感
な

体
質
も
備
わ
っ
て
、
社
会
か

ら
広
く
認
知
さ
れ
る
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

支
援
へ
の
動
き
が
早
か
っ

た
の
は
賃
貸
の
３
団
体
の
㈳

全
国
賃
貸
住
宅
経
営
協
会
、

㈶
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
、

全
国
賃
貸
管
理
ビ
ジ
ネ
ス
協

会
と
ア
パ
マ
ン
シ
ョ
ッ
プ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
し
た
。
仲

介
手
数
料
の
半
減
、
礼
金
無

し
な
ど
の
ほ
か
、
家
賃
補
助
、

被
災
者
の
住
宅
確
保
へ
法
令

に
抵
触
し
な
い
範
囲
の
支
援

策
を
地
元
や
専
門
紙
な
ど
マ

ス
コ
ミ
を
通
じ
て
報
道
。
ま

た
、
日
管
協
は
独
自
で
も
全

国
の
各
支
部
か
ら
会
員
各
社

の
義
援
金
を
寄
付
。
金
額
も

一
千
万
円
を
超
し
ま
し
た
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
支
部
も

義
援
金
を
募
集
中
で
す
。
京

都
府
支
部
で
は
発
生
と
ほ
ぼ

同
時
に
支
援
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
（
関
連
記
事

４
〜
５
面
）
。

　

㈶
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協

会
の
６
支
部
か
ら
な
る
「
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
」
。
そ
の
代
表

が
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
長
田
修
氏

で
す
。
日
頃
か
ら
業
界
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
へ
先
頭
に
立
っ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

〝
動
〟
の
人
。
み
ん
な
が
同

じ
方
向
を
向
き
、
管
理
業
と

し
て
の
社
会
的
役
割
り
を

着
々
と
こ
な
し
て
い
け
ば
そ

の
存
在
は
自
然
に
社
会
の
中

で
不
可
欠
な
も
の
に
な
る
─

と
。
と
に
か
く
日
々
の
良
い

積
み
重
ね
が
大
事
と
い
う
の

が
長
田
氏
の
考
え
で
す
。
広

報
紙
「
日
管
き
ん
き
」
の
発

刊
は
各
支
部
が
情
報
を
共
有

し
〝
一
般
社
会
へ
積
極
的
に

発
信
し
て
行
こ
う
〟
と
い
う

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
発
案
で
す
。

東日本
大震災
復興へ向けて

被災地へ
賃貸業界の支援

　
「
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
登
録

制
度
」が
は
じ
ま
り
ま
す
。と
い

う
国
交
省
の
広
報
を
見
か
け

ま
す
。国
土
交
通
省
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
」と
し
て
平
成
23

年
度
か
ら
新
施
行
と
な
る
制
度

の
内
容
を
予
告
す
る
も
の
で
す
。

日
管
協
の
全
国
の
支
部
で
も
説

明
会
を
開
き
、制
度
の
浸
透
と

加
入
促
進
へ
動
い
て
い
ま
す
。

　

居
住
安
定
化
法
案
と
同

時
施
行
の
予
定
を
同
制
度

の
み
早
め
て
独
立
し
て
進
め

て
い
ま
す
。登
録
は
任
意
で

す
が
、加
入
す
る
と
規
定
や

業
務
処
理
基
準
な
ど
一
定
の

厳
し
い
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。登
録
対
象
は

家
賃
徴
収
、更
新
、解
約
を

行
う
管
理
業
者
や
サ
ブ
リ
ー

ス
業
。国
交
省
は
登
録
業
者

か
ら
の
情
報
が
入
居
者
に

と
っ
て
物
件
選
択
の
判
断
材

料
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、

管
理
会
社
の
積
極
的
な
登

録
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

賃
貸
管
理
業
者
の
登
録
制
度
　

登
録
へ
！
日
管
協
各
支
部
で
説
明
会

「
賃
貸
業
は
管
理
会
社
が
中
心
に
」
立
っ
て
い
ま
す
。
全
国
共
通

の
支
援
受
付
窓
口
を
公
開
す

る
な
ど
素
早
い
対
応
は
業
界

の
成
長
を
思
わ
せ
ま
す
」
。

─
一
方
、
賃
貸
市
場
の
健
全

な
発
展
へ
は
ま
だ
時
間
が
か

か
り
そ
う
で
す
ね
。

　

「
賃
貸
業

界
は
管
理
の

分
野
が
引
っ

張
っ
て
、
中

心
的
存
在
に

な
ら
な
い
と
。

高
い
レ
ベ
ル

の
管
理
を
す

る
こ
と
で
可

能
に
な
り
ま

す
。
だ
が
、

現
実
に
は
道

は
ま
だ
遠
い
で
す
。
ト
ッ
プ

も
社
員
も
前
向
き
に
勉
強
に

次
ぐ
勉
強
で
し
ょ
う
」
。

─
〝
管
理
業
〟
に
対
す
る
概

念
が
業
界
で
ま
だ
一
律
で
は

な
い
か
と
。

　

「
管
理
業
は
フ
ィ
ー
を
伴

う
サ
ー
ビ
ス
業
で
す
。
高
度

な
管
理
を
し
て
こ
そ
き
ち
ん

と
し
た
フ
ィ
ー
が
生
じ
ま
す
。

プ
ロ
の
管
理
を
し
て
い
る
と

周
辺
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
好
影

響
が
出
て
き
て
、
自
然
に
経

済
も
活
性
化
し
、
入
居
者
に

も
満
足
と
い
う
好
循
環
に
な

り
ま
す
」
。

─
そ
れ
は
管
理
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
本
で
あ
り
、
理
想
で
も
あ

り
ま
す
ね
。

　

「
平
凡
で
す
が
そ
れ
に
尽

き
ま
す
。
関
西
に
は
松
下
幸

之
助
と
い
う
偉
大
な
先
輩
が

い
て
そ
の
著
書
を
ず
っ
と
読

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
土

地
柄
、
京
都
に
は
寺
が
多
く

高
僧
の
講
演
を
聞
く
機
会
も

多
い
。
こ
こ
で
は
人
生
を
大

事
に
過
す
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
志
を
高
く
持
っ
て
努
力

す
れ
ば
な
ん
で
も
可
能
だ
と
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
６
支
部
も

同
じ
方
向
へ
目
線
を
一
つ
に

し
て
、
家
主
、
管
理
会
社
、

入
居
者
が
喜
び
合
え
る
状
況

づ
く
り
へ
み
ん
な
で
努
力
し

た
い
で
す
」
。

長
田
修
氏
（
お
さ
だ
・
お
さ

む
）
。
日
管
協
の
理
事
。
京
都

府
支
部
の
初
代
支
部
長
。
同
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
ブ
ロ
ッ
ク

長
。
株
式
会
社
長
栄
の
代
表
取

締
役
。
そ
の
他
、
公
私
に
わ
た

り
役
職
多
し
。

関西の6支部共にパワーアップ
日管協 理事、近畿ブロック長

長田　修氏に聞く

実
現
へ
は
ス
ピ
ー
ド
に
乗
っ

て
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

当
分
は
馬
力
と
カ
リ
ス
マ
性

で
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

─
地
震
で
の
業
界
の
対
応
は

早
か
っ
た
で
す
ね
。

　

「
四
組
織
が
役
割
り
を
決

め
て
有
機
的
に
動
け
た
の
は

日
頃
の
組
織
活
動
が
役
に

 

“
管
理
業
”
フ
ィ
ー
を
伴
う
高
度
な
仕
事 
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防犯カメラの開発・販売・施工・保守まで

防犯設備士有資格者によるシステム設計・御提案から
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☎075-221-3900
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株式会社ビデオセンシング
本社
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システムの核となる録画装置の消耗品を定期的に交換！
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【ビデオセンシングのフルサポートプラン】
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国産・３年保証

大阪府支部　会員増へ具体的活動を開始―――――――――――――――― 共通テーマは活性と研修

企画研修委員会
一般参入歓迎の研修を
前田昌則委員長

　定期的に行われる
定例会での研修のテ
ーマ選びに始まり、各

種のイベントを企画する役目。最大の
仕事は秋の「オーナーセミナー」。オ
ーナー始め一般の参加も期待の企画。
地元自治体を始め、共催㈳全国賃貸
住宅経営協会大阪本部と協力して共
通のテーマを巡って話し合います。前
田氏＝写真＝はパナホーム不動産㈱
勤務。

レディース部会
コミュニケーション術学ぶ

萩原弓子部会長
　日管協大阪
府支部会員各
社の女性を対
象に講演会や
現地見学会を

行ってきました。目的は女性の仕事力
を付けるための勉強です。現在は「ビ
ジネスコミュニケーション・スキルUP
シリーズ」＝写真＝を展開中。例えば
「傾聴」では人の話を良く聞くという
勉強です。一般の参加者も大歓迎。

組織委員会
会員増へ新提案
石井賀津彦委員長
　今年度から新しく
運営委員の石井賀津
彦氏が委員長に就任。

目的は会員増で大阪府支部のさらな
るパワーアップのためです。全会員参
加の会員拡大運動で、広報紙を始め、
本部作成の各種の活動の実体を知ら
せるツールを使用して入会勧誘を行
います。支部活動を報じた独自のPR
紙も企画中。石井氏＝写真＝はAIU保
険会社勤務。

業務研究委員会
少人数で実務を勉強
千々岩大輔委員長
　千々岩氏の賃貸業
務内容への深い知識
には定評があります。

その人の主宰だけにこの委員会活動
への期待は大。業務の現場で仕事を
する人にとって「事故部屋対策」「空室
減」「効率的な管理や巡回とは」「賃貸
管理ソフトの改善」「地域の正確な市
況情報獲得」など、知りたい・勉強した
いテーマがいっぱいです。千々岩氏＝
写真＝は㈱三島コーポレーション勤務。

空
室
対
策
な
ど
と
、多
忙
な
年

度
に
な
り
、会
員
と
一
致
協
力

し
て
取
り
組
み
ま
す
」と
挨
拶
。

新
事
務
局
長
に
決
定
し
た
竹

中
力
氏
の
紹
介
な
ど
、新
運
営

委
員
を
発
表
し
ま
し
た
。会

員
増
が
支
部
の
基
本
的
な
テ
ー

マ
だ
け
に
組
織
委
員
長
に
就
任

し
た
石
井
賀
津
彦
氏
か
ら
は

す
で
に
具
体
策
も
提
出
さ
れ
、

活
動
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

最
高
裁
の
敷
引
有
効
の
判
決
で

上
甲
弁
護
士
が
講
演

　

第
二
部
の
講
演
会
は
日
管

協
本
部
事
務
局
の
石
河
博
史

氏
が
管
理
業
に
と
っ
て
重
大

な
次
の
各
テ
ー
マ
で
講
演
。

①
「
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
登

　2011年度の日管協大阪府支部（山
本肇支部長）の総会が去る 5月 27
日（金）大阪市内のホテルで行われ
ました。総会と講演会の2部制で始
まり、他支部や自治体などから来賓
も目立ちました。

─
委
員
会
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、
会
員
増

へ
結
び
付
け
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　
「
事
務
局
長
も
新
任
。
高
度
な
管
理
を
求
め

ら
れ
る
時
、
各
委
員
会
活
動
を
充
実
さ
せ
て

勉
強
や
研
修
の
成
果
を
目
に
見
え
る
よ
う
に

し
た
い
。
こ
れ
は
社
会
か
ら
の
ニ
ー
ズ
で
も

あ
り
ま
す
か
ら
会
員
も
必
死
で
す
。
未
加
入

の
賃
貸
管
理
業
者
へ
向
け
て
、〝
入
会
し
な
い

と
時
代
に
遅
れ
る
〟と
自
信
を
持
っ
て
ア
ピ
ー

ル
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」。

─
地
元
自
治
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
。

　

「
昨
年
か
ら
の
課
題
で
す
。
供
給
過
剰
の

市
場
で
官
民
が
協
力
で
き
る
空
室
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
自
治
体
へ
良
い
提
案
を
し
続
け

て
行
き
ま
す
」
。

支部長に聞く
地元自治体と強いパイプを

㈶日本賃貸住宅管理協会（理事）
大阪府支部長　山本　肇 氏

◦
会
員
増
へ
支
部
全
体
で
取
り
組
み
中

◦
入
居
者
が
満
足
す
る
管
理
の
追
求
を

─
震
災
で
法
案
が
ス
ト
ッ
プ
状
態
。
だ
が
、

業
界
へ
は
規
制
や
新
法
律
、
税
制
と
重
い
課

題
が
次
々
と
発
生
し
ま
す
。

　

「
丁
寧
に
一
つ
ず
つ
対
応
し
て
行
き
ま
す
。

特
に
『
め
や
す
賃
料
制
度
』
の
普
及
や
国
が

主
導
す
る
『
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
登
録
制

度
』
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
し
、
説
明
を

受
け
つ
つ
会
員
と
共
に
前
向
き
に
対
処
し
て

い
き
た
い
で
す
。
地
味
で
す
が
総
会
や
定
例

会
で
も
今
年
度
は
各
種
の
法
規
制
や
原
状
回

復
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
管
理
業
者
に

と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
を
徹
底
し
て
研
修
す

る
方
針
で
す
。
ま
た
、
公
益
法
人
と
し
て
広

く
開
か
れ
た
組
織
を
目
指
し
一
般
の
人
へ
も

講
演
会
な
ど
を
開
放
し
て
い
き
ま
す
」
。

２
０
１
１
年
度　

大
阪
府
支
部
総
会
開
く
録
制
度
」
②
原
状
回
復
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
。
ま
た
、

「
東
日
本
大
震
災
３
団
体
被

災
者
支
援
活
動
」
に
つ
い
て

最
新
の
情
報
や
制
度
な
ど
の

進
捗
状
況
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
講
演
は
業
界
全
体

が
関
心
を
示
す「
敷
引
き
特

約
に
対
す
る
最
高
裁
判
決
に
つ

い
て
」と
題
し
て
弁
護
士
法

人
・
淀
屋
橋
山
上
合
同
法
律

事
務
所
の
上
甲
悌
二
弁
護
士
が

〝
有
効
〟と
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
の
解
説
。判
決
を
左
右
し
た

と
い
わ
れ
る
敷
金
に
対
す
る

敷
引
き
額
の
設
定
を
中
心
に

し
た
時
期
を
得
た
話
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
懇
親
会
に
移
り
、

来
賓
・
会
員
共
に
な
ご
や
か

に
歓
談
し
、
今
年
度
の
総
会

も
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

大
阪
梅
田
か
ら
近
い「
ホ
テ

ル
モ
ン
ト
レ
大
阪
」で
開
か
れ

た
大
阪
府
支
部
の
総
会
は一
部

が
総
会
、二
部
は
講
演
会
と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
始
ま
り
ま
し

た
。山
本
肇
支
部
長
が「
東
日

本
大
震
災
の
支
援
は
も
ち
ろ

ん
、今
年
度
は
め
や
す
賃
料
表

示
、管
理
業
者
の
登
録
制
度
の

推
進
、自
治
体
と
協
力
し
て
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
や
登
録
制
度
で
講
演

山本支部長の挨拶

大阪府支部総会の会場

日管きんき〈2〉 大阪府支部
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不動産全般管理・不動産有効活用・建築設計・建物補修・

リフォーム・清掃業務のお問合せ・ご相談は

利用者が安心して暮らせるマンション管理

オーナー様が安心して任せられるマンション管理

すべては「ありがとう」の言葉をいただくために。

フ
ォ
ー
カ
ス
Ｎ
Ｏ
Ｗ

会
議
が
予
定
さ
れ
、
各
支
部
の

役
員
も
会
場
に
居
て
「
怖
い
怖

い
」
と
言
い
つ
つ
次
の
場
所
に

移
り
ま
し
た
。
二
つ
の
貴
重
な

会
合
と
重
な
っ
た
大
地
震
の
日

は
忘
れ
ら
れ
な
い
１
日
と
な
る

で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
大
阪
府
支
部
は
地
震

発
生
後
す
ぐ
に
支
援
を
発
表
し

た
日
管
協
を
始
め
４
団
体
の
支

援
策
を
支
部
会
員
に
報
告
。
同

時
に
各
企
業
か
ら
の
義
援
金
の

受
付
け
を
開
始
、
支
部
挙
げ
て

の
支
援
体
制
を
築
き
ま
し
た
。

　

各
社
も
独
自
で
支
援
活
動

や
民
間
賃
貸
イ
ン
フ
ラ
の
実
施

と
、社
員
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま

す
。今
年
度
、支
部
の
組
織
委

員
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
Ａ

広報委員会
会員増への役目
松本時康委員長
　地元自治体との
交流。広報紙「日管
きんき」を通じて

のPR活動。不動産関連団体や組織
からの情報収集と人事交流のリー
ド役。松本委員長は近畿ブロック
（6支部）での広報委員長としても
PR活動や各支部の広報担当と協力
して日管協の存在を社会へ広める
役割りも。松本氏＝写真＝は㈱フジ
ヤマ常務取締役。

総務委員会
大世帯の中心で
事務局長
竹中　力委員長

　副支部長、事務局長
として本年度から就任。

大阪府支部は日管協の支部組織として
も100会員を超す大世帯です。それだ
けに経理や人事を主とした総務関係の
仕事は重責。前田和正名事務局長の後
任として期待は大です。オーナーセミナ
ーにおける予算案にも積極参加します。
竹中氏＝写真＝はセーフティジャパン・
リスクマネージメント㈱代表取締役。

大阪府支部事務局
大阪市内の中心部に設立

日管協入会案内など用意
　日頃は入会希望者への日管協関係の案
内パンフなどを揃えて来訪者へ事務局員
の鷹啄俊彦事務局員が対応しています。
その他は、大阪府支部の運営委員会の会
議や各種打ち合わせの会場に。所在地は

大阪市中央区谷
町7丁目5-22南
納税協会2F（賃
貸住宅経営協会
大阪本部内に併
設）。

日管協大阪府支部　業界内外へ発信（オーナー〜入居者まで）――活発な委員会活動

　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
３
月
11
日

午
後
２
時
46
分
。
大
阪
府
支
部
の
会
員

は
大
阪
市
内
中
之
島
の
大
阪
国
際
会
議

場
の
10
階
で
開
催
さ
れ
た
国
交
省
主
催

の
「
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
登
録
制
度
」

の
説
明
会
場
に
い
ま
し
た
。
そ
の
時
ぐ

ら
っ
ぐ
ら
っ
と
き
た
の
で
説
明
会
は
中

断
。
免
震
構
造
の
せ
い
か
い
つ
ま
で
も

大
き
な
揺
れ
は
止
ま
ら
ず
、
会
場
は
騒

然
と
な
り
ま
し
た
。
携
帯
で
連
絡
し
た

り
、
天
井
を
見
上
げ
た
り
、
ロ
ビ
ー
へ

逃
げ
た
り
、
１
階
ま
で
階
段
を
一
気
に

下
り
た
人
な
ど
で
大
変
な
騒
ぎ
に
な
り

ま
し
た
。
落
ち
着
か
ぬ
ま
ま
に
再
開
し

た
も
の
の
余
震
で
ま
た
大
揺
れ
。
た
ま

ら
ず
説
明
会
は
中
断
。
免
震
構
造
の
ビ

ル
が
こ
の
よ
う
に
揺
れ
る
こ
と
を
知
っ

た
の
は
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
大
阪
で
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の

大阪府支部事務局の入るビル

大
美
氏
ら
３
名
が
講
師

宅
建
協
の
業
務
研
修
会
で

　

宅
建
協
会
本
部
主
導
で
開

い
た
「
平
成
22
年
度
第
３
回

業
務
義
務
研
修
会
」
（
年
６

回
、
１
月
〜
３
月
）
で
の
一

部
の
講
師
を
引
き
受
け
た
大

阪
府
支
部
。
関
西
の
一
円
で

行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
「
ト

ラ
ブ
ル
事
例
に
見
る
賃
貸
管

理
業
の
諸
問
題
と
今
後
の
対

応
」
を
テ
ー
マ
に
各
会
場
で

三
名
の
講
師
が
順
に
講
演
し

ニュース ◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦  news

中央区民センターでの研修会

ま
し
た
。
会
場
は
何
れ
も
百

名
を
超
す
参
加
者
で
い
っ
ぱ

い
。
多
く
の
人
に
日
管
協
の

勉
強
の
成
果
を
知
っ
て
も
ら

え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
は
山
本
肇
大
阪
府
支
部

長
、
大
野
哲
弘
同
副
支
部
長
、

大
美
威
之
相
談
役
で
す
。

敷
引
特
約
は
有
効
と

最
高
裁
の
判
決
に
期
待

　

６
月
に
行
わ
れ
る
賃
貸
業

界
注
目
の
最
高
裁
に
お
け
る

更
新
料
裁
判
の
口
頭
弁
論
。

９
月
頃
の
判
決
を
前
に
緊
張

が
走
り
ま
す
。
こ
の
裁
判
を

前
に
し
て
最
高
裁
の
「
敷
引

特
約
は
有
効
」
の
判
決
。
更

新
料
判
決
へ
ど
う
結
び
つ
く

の
か
、
大
阪
府
支
部
の
集
ま

り
で
誰
も
が
口
に
す
る
ほ
ど

の
関
心
事
で
す
。

　

２
０
０
１
年
に
施
行
の
消

費
者
契
約
法
を
盾
に
消
費
者

の
利
益
を
著
し
く
害
す
る
契

約
は
無
効
と
、
契
約
時
の

「
特
約
」
を
不
当
と
し
た
訴

訟
が
続
出
。
地
裁
の
段
階
で

借
り
手
側
の
勝
訴
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
「
特
約
有
効
」

の
判
決
は
不
合
理
性
が
な
け

れ
ば
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る

と
い
う
画
期
的
な
も
の
。
業

界
内
で
は
更
新
料
裁
判
の
判

決
へ
有
利
に
と
期
待
が
か
か

る
と
こ
ろ
で
す
。

課
税
対
象
広
が
る

税
制
改
正
大
網
の
行
方

　

昨
年
末
に
発
表
さ
れ
た
税

制
改
正
大
網
。
こ
れ
が
成
立

す
る
と
、
小
規
模
宅
地
評
価

減
の
適
用
厳
格
化
や
基
礎
控

除
額
の
４
割
引
き
下
げ
で
、

東
日
本
大
震
災
と
大
阪
府
支
部

Ｉ
Ｕ
保
険
の
石
井
賀
津
彦
氏
も
10
日
以

上
、現
地
へ
長
期
出
張
を
し
ま
し
た
。映

像
で
知
る
限
り
の
被
災
地
と
、実
際
に

体
感
し
た
現
地
は
全
く
違
っ
て
い
て
口
に

は
言
い
表
せ
な
い
世
界
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
も
貴
重
な
体
験
で
す
。業
界
内

で
は
自
粛
ム
ー
ド
だ
け
で
は
元
気
に
な

れ
な
い
と
、経
済
活
動
も
現
実
的
で
具

体
的
な
支
援
だ
と
言
う
人
の
声
も
出
始

め
ま
し
た
。デ
ー
タ
に
よ
る
と
被
災
者
向

け
需
要
が

見
え
て
き

た
と
い
い

ま
す
。
そ

ん
な
渦
中

で
民
間
賃

貸
住
宅
の

支
援
は
続

行
中
で
す
。

ぐらっときました中之島の説明会会場

登録制度説明会場で＂ぐらっ〟

課
税
対
象
者
は
一
気
に
広
が

り
そ
う
で
一
刻
も
早
い
対
策

が
必
要
で
す
。
相
続
税
の
基

礎
控
除
引
き
下
げ
で
今
ま
で

相
続
税
の
か
か
ら
な
か
っ
た

方
も
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
相
続
税
率
の
引
き
上
げ

や
税
率
構
造
の
見
直
し
で
、

従
来
よ
り
課
税
対
象
で
あ
る

方
々
へ
は
さ
ら
な
る
増
税
と

な
り
ま
す
。 定例会や研修会に登場

弁護士法人・淀屋橋山上合同
上甲弁護士ら中心に

　すっかりお馴染みになっている上
甲悌二弁護士。大阪府支部発足
当時から顧問として難しい法律をや
さしくわかりやすく解説してくれる先
生です。日管協大阪府支部は今年
度も引き続き弁護士法人・淀屋橋
山上合同（大阪市中央区北浜 3
丁目 6 番 13 号日土地淀屋橋ビル）
の協力を求め、支部の研修や特定
のセミナーなど、法律の専門的知
識が必要な場面で随時ゲストとして
お招きします。問い合わせは横江
総合管理（TEL.06-6882-0036）。
　目下の共通した研修テーマは

「賃貸住宅居住安
定法」に関した各
種の法律について
が主です。上甲悌
二弁護士、今年も
よろしく。上甲悌二弁護士

法律を学ぶ

日管きんき〈3〉大阪府支部



京都府支部

問題・課題・活動
●震災2日後に独自の支援活動開始
●京都府支部が東日本大震災で
　3月11日に発生した東日本大震災。賃貸業界の
支援活動の早さが注目されました。中でも京都府
支部の初動には注目が。長田修近畿ブロック長によ
ると「吉田支部長の動きが早く、支部会員への協力
依頼も含め、すぐに具体的な支援策を出せました」。
日管協本部の支援策より前に支部独自の支援活動
を発表。マスコミもこの動きを記事にしたほかネッ
ト上にも支援の内容が掲載されました。
　京都府支部の「住居支援活動」は、地震の2日後
に吉田支部長名で「被災された皆様への居住支援
のご提案」としたFAXを全会員に流すことで始まり
ました。そうして多くの賛同を得、さらにオーナーへ
の協力も各会員を通じて理解を得ました。
　その結果、①「仲介報酬料」を無料に②家主さん
へ理解と協力を得つつ賃料を減額③礼金・敷金の
ない物件を優先的に紹介する④被災者の経済的負
担軽減のため、家具や家電設置物件を紹介する─
などの支援項目を発表しました。京都府支部のホー
ムページには支援参加の企業名が出ています。

●町家の保全再生へ事業継続
●京都府不動産コンサルティング協会

　日管協京都府支部
と協力関係の一般社
団法人・京都府不動産
コンサルティング協会
（岡本秀巳理事長）が
このほど「京町家管理
信託事業研究会」を

京都市景観・まちづくりセンターで開催しました。
　同協会の事業「京町家証券化事業」が終了し、こ
の総括を京都大学横田正文教授が報告書としてま
とめ、今後の事業に繋げるように展望も交えて講演
しました。横田教授はコンサル協会や京町家再生
研、京都市などが加わった「京町家証券化事業研究
会」のメンバーです。同教授は「大学の地域への貢
献ができる機会になった」。と述べました。

研究会の会場。挨拶する岡本理事長

　

京
都
市
民
の
住
ま
い
に
関

す
る
相
談
の
場「
京
都
市
す
ま

い
体
験
館
」内
に
あ
る「
す
ま
い

よ
ろ
ず
相
談
」。あ
ら
ゆ
る
住

宅
に
関
す
る
相
談
の
う
ち
、賃

貸
住
宅
に

関
し
て
は

京
都
府
支

部
と
京
都

府
不
動
産

　

こ
こ
数
年
の
京
都

府
支
部
の
動
き
は

〝
管
理
業
〟
の
枠
を

超
え
て
、
住
宅
供
給
、

地
域
活
性
、
住
環
境

向
上
、
国
際
交
流
、

住
宅
再
生
な
ど
が
当

て
は
ま
る
幅
広
い
地

域
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
京
都
と
い

空
室
の
流
動
化
な
ど
、
地
元
の
住
宅
環
境
づ
く
り

地
域
の
活
性
へ〝
管
理
業
〟の
役
目
を

う
日
本
を
代
表
す
る
歴
史
的

文
化
都
市
の
保
存
・
再
生
と

い
う
役
目
を
し
っ
か

り
と
認
識
し
た
上
の

行
動
で
す
。

　

「
い
ず
れ
も
が
地
元
自
治

体
や
大
学
と
協
力
。
こ
の
一

体
化
こ
そ
が
最
終
的
に
市
民

が
京
都
で
快
適
に
住
み
、
暮

ら
せ
る
こ
と
を
実
現
さ
せ
る

と
思
い
ま
す
。
京
都
市
と
は

主
に
住
宅
政
策
課
を
窓
口
に

市
が
す
す
め
る
政
策
に
沿
っ

て
日
常
的
に
協
議
や
研
修
の

場
を
設
け
て
役
割
り
を
果
た

し
て
い
ま
す
」
。

　

「
特
に
官
民
が
協
力
し
連

携
し
て
の
空
室
流
通
を
促
進

す
る
事
業
へ
の
参
加
。
ま
た

市
民
の
窓
口
「
す
ま
い
よ
ろ

ず
相
談
」
に
お
け
る
相
談
員

派
遣
へ
の
協
力
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
、
東
日
本
大

震
災
の
支
援
続
行
や
震
災
に

関
し
た
研
修
会
へ
も
参
加
し

ま
す
。
外
国
人
の
居
住
環
境

向
上
へ
は
フ
ェ
ア
の
開
催
な

ど
で
積
極
的
に
活
動
し
て
行

き
ま
す
」
。

京都府支部長の抱負

日管協京都府支部
支部長　吉田 光一氏

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会
が
担

当
す
る「
日
曜
相
談
」で
す
。

京
都
市
が
主
催
す
る
こ
れ
ら

の
相
談
の
場
に
つ
い
て
、市
民
が

十
分
に
納
得
し
て
帰
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
と
毎
年
相
談
担

当
者
が
集
ま
っ
て
研
修
の
場
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
４
月
に「
京
都

市
景
観
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」で
相
談
員
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。集
ま
っ
た
の

は
京
都
府
支
部
、京
都
市
、

京
都
す
ま
い
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、京
都
府
不
動
産
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
協
会
で
す
。そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら「
よ
り
相

談
し
や
す
い
場
所
と
環
境
」

を
目
指
し
て
の
考
え
を
述
べ

ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
専
門
相
談

員
と
し
て
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
天
野
博
氏
が
加
わ
り

ま
す
。天
野
氏
は
長
年
の
経

験
を
生
か
し
て
相
談
の
場
に

お
け
る
最
良
の
対
処
方
法
に

つ
い
て
独
自
の
考
え
を
述
べ
ま

し
た
。「
丁
寧
で
わ
か
り
や
す

い
言
葉
で
」と
。相
談
者
と
し

て
の
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　

当
日
は
京
都
市
都
市
計
画

局 

住
宅
室 

住
宅
政
策
課
か

ら
宮
川
和
久
企
画
担
当
課
長

が
出
席
し
、
京
都
市
新
住
宅

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
新
規
事

業
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

特
に
空
き
家
の
流
通
促
進
へ

の
事
前
検
討
の
実
施
、
耐
震

改
修
助
成
制
度
、
「
す
ま
い

よ
ろ
ず
相
談
」
の
充
実
な
ど

で
す
。

 

ニ
ュ
ー
ス 

「
敷
引
特
約
」
は
有
効

最
高
裁
の
判
決
に
注
目

　

管
理
業
界
注
目
の
判
決
が

出
ま
し
た
。最
高
裁
の「
敷
引

き
特
約
は
有
効
」と
の
判
断
。

京
都
市
内
で
マ
ン
シ
ョ
ン
を
借

り
た
男
性
か
ら
の
返
還
を
訴

え
た
裁
判
。去
る
３
月
24
日

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷

（
金
築
誠
志
裁
判
長
）で「
敷

引
金
が
賃
料
な
ど
と
比
較
し

て
高
額
に
過
ぎ
な
け
れ
ば
無

効
と
は
言
え
な
い
」と
し
、原

告
の
上
告
を
棄
却
し
ま
し
た
。

（
田
中
弁
護
士
の
関
連
記
事

を
参
照
）。こ
れ
が
６
月
の
更

新
料
裁
判
に
ど
う
影
響
す
る

の
か
、地
元
の
京
都
だ
け
で
な

く
、各
支
部
で
も
成
り
行
き

を
注
目
し
て
い
ま
す
。

京
都
府
支
部
だ
よ
り

３
社
が
新
会
員
に

　

日
管
協
京
都
府
支
部
へ
次
の

３
社
が
入
会
し
ま
し
た
。

●
㈱
ビ
デ
オ
セ
ン
シ
ン
グ

（
京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
二

条
上
ル
蒔
絵
屋
町
２
８
０
、

マ
ニ
ュ
ラ
イ
フ
プ
レ
イ
ス
京

都
３
階
）
代
表
取
締
役
・
竹

嶌
正
弘
氏
。
業
種
は
防
犯
カ

メ
ラ
製
造
と
販
売
。

●
日
本
住
宅
少
額
短
期
保
険

㈱
（
大
阪
市
北
区
芝
田
１
丁

目
14
番
８
号
）
代
表
取
締

役
・
大
江
一
生
氏
。
業
種
は

賃
貸
入
居
者
、
事
業
者
総
合

保
険
の
販
売
。

●
㈱
ハ
ウ
ス
ク
エ
ス
ト
（
京

都
市
左
京
区
聖
護
院
川
原
町

37
―
4
）
代
表
取
締
役
・
塚

本
克
己
氏
。
業
種
は
賃
貸
仲

介
、
管
理
。
京
都
担
当
は
石

田
賢
治
氏
（
京
都
市
上
京
区

今
出
川
通
新
町
東
入
堀
出
シ

町
2
8
1
。
）

「
日
管
京
だ
よ
り
」
か
ら

「
日
管
き
ん
き
」
へ
。

　

京
都
府
支
部
の
広
報
紙
は

従
来
の
「
日
管
京
だ
よ
り
」

か
ら
「
日
管
き
ん
き
」
へ
移

り
ま
し
た
。
平
成
７
年
に

「
京
管
連
だ
よ
り
」
と
し
て

発
刊
以
来
、
組
織
が
京
管
連

か
ら
日
管
協
京
都
府
支
部
と

な
り
、
同
時
に
「
日
管
京
だ

よ
り
」
と
変
更
。
今
回
は
関

西
の
６
支
部
に
よ
る
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
（
長
田
修
ブ
ロ
ッ
ク

長
）
発
行
の
、
名
称
も
「
日

管
き
ん
き
」
と
し
、
こ
の
中

で
「
京
都
府
支
部
の
ペ
ー

ジ
」
で
従
来
ど
お
り
広
報
紙

を
発
行
し
て
行
き
ま
す
。

賃
貸
住
宅
の
相
談
窓
口
充
実
へ

相
談
員
研
修
会
開
く

京
都
市
「
す
ま
い
よ
ろ
ず
相
談
」

△相談員研修会会場　▽京都市の宮川
　　　和久課長

日管きんき〈4〉 京都府支部



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京都府支部

視点
法の （49）

更新料最高裁判決に備える
財団法人
日本賃貸住宅管理協会
顧問弁護士　田中　伸

　最高裁による更新料判決の期日が迫ってき
ています。最高裁の更新料裁判は本年6月10
日に弁論が開かれます。その後の、本年7月
～9月頃にはその判決言渡しがされることが
予想されています。
　本年3月24日には、最高裁により敷引有効
判決がなされましたが、更新料についてはま
だ予断を許さない状況です。敷引が有効だか
ら更新料も有効であると安易に考えてはいけ
ません。東日本大震災が発生したように、ど
んな事態も想定しておくべきです。
　ともあれ、最高裁判決は最終決定となるも
のであり、どのような結果になろうとも従わ
なければなりません。更新料有効判決獲得を
めざして一層の努力が必要とされています。

 

ニ
ュ
ー
ス 

「
高
齢
者
住
ま
い
法
」
通
過

国
交
省
・
厚
労
省
で
共
管

　

２
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
高
齢
者
の
居
住
安
定
確
保

に
関
す
る
法
律
」
通
称
「
高

齢
者
住
ま
い
法
」
が
４
月
27

日
に
参
院
を
通
過
。
公
布
後

半
年
以
内
に
施
行
と
な
り
、

い
よ
い
よ
「
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
住
宅
制
度
」
の
創
始

へ
。
高
齢
者
へ
の
住
宅
施
策
、

国
交
省
と
厚
労
省
が
一
体
で

の
供
給
促
進
へ
。

　

総
会
は
恒
例
ど
お
り
、二
つ

の
総
会
と
研
修
会
、懇
親
会
と

い
う
構
成
で
す
。ま
ず
京
都

府
賃
貸
管
理
業
暴
力
排
除
対

策
協
議
会
の
第
21
期
通
常
総

会
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。そ

の
後
、京
都
府
支
部
の
通
常

支部活動　ワイド情報 ― ――――――――――――――――――――― イベントや研修、見学会

国際色くっきり「KYOTO 留学生ふれあい住宅フェア 2011」
京都府支部提供の1,000物件が紹介
　留学生の住まいを積極的に受け入れて行こうという
のが京都の賃貸住宅業界です。住宅提供だけでなく、
生活支援までを含んだ動きです。京都府支部が㈶京都
市国際交流協会と共催で行う主に留学生を対象にした
住宅フェアは外国人から日本の学生に至るまで信頼で
きる住宅情報を得られる場として定着。今年も2月12
日（土）「KYOTO留学生ふれあい住宅フェア2011」
は京都市国際交流会館で行われました。
　1,000室の物件情報を公開。留学生とのふれあい、
入居への相談コーナー、家主との交歓など、お茶を飲
みながら楽しい国際交流の場になりました。入場無料、
通訳待機で外国人留学生が多く来場しました。

交流の場です

みんな真剣に物件選び

「平成の京町家」が完成。レディース部会が見学会
木の感触と香りにうっとり。ここで「暮らしたい」の声
　昨年発足した京都府支部の「レディース部会」（田原陽子部会長）。今年度
の第1回部会が5月23日（月）市内で行われました。今回は左京区北白川でこ

のほど完成した200年住宅HABITA「京民家」の見学と
参加全員でのフリートークです。京町家の伝統を生かし、
これに先進技術を加え「平成の京町家」として新築された
建物の構造見学会です。参加者は「こんな空間で暮らした
い」と木造のセンスあふれる建物に目を輝かし、建築費や
構造について建築士に質問していました。満足するまで見
学し、食事を共にしながらの充実した部会になりました。
賃貸でも分譲でも、新築、中古再生も含み、京町家へは地
元が熱いです。現地は一般公開中です。（京都市左京区北
白川瀬ノ内町31-1）。

見学した200年住宅
「京民家」

第 11 回 通 常 総 会

地
震
対
策
や
住
宅
の
再
生
活
動
積
極
的
に

〝
京
町
家
の
活
用
〟な
ど
で
講
演

　

今
秋
は
公
益
法
人
化
を
目
指
す
節
目
の
時
。
㈶
日
本
賃
貸
住
宅

管
理
協
会
京
都
府
支
部
（
吉
田
光
一
支
部
長
）
は
五
月
十
九
日

（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
11
期
通

常
総
会
を
開
催
。
会
員
各
社
が
参
加
、
地
元
の
暴
追
セ
ン
タ
ー
や

不
動
産
組
織
か
ら
の
来
賓
を
迎
え
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
へ
。こ
の
日
の
ゲ
ス
ト
は

公
益
財
団
法
人
京
都
府
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の

専
務
理
事
で
事
務
局
長
の
竹

下
金
男
氏
、㈳
京
都
府
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
副
会
長
の

千
振
和
雄
氏
ら
が
招
か
れ
ま

し
た
。今
年
は
公
益
法
人
へ
移

行
す
る
重
要
な
時
期
で
す
。

過
渡
期
と
い
え
る
い
ま
、支
部

の
主
な
活
動
と
し
て〝
管
理

業
者
登
録
制
度
〟へ
の
加
入
、

〝
め
や
す
賃
料
〟の
推
進
、震
災

の
支
援
や
更
新
料
の
判
決
対

応
な
ど
、組
織
と
し
て
課
題
は

多
く
、吉
田
光
一
支
部
長
の
挨

拶
も
こ
の
辺
を
強
調
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
役
員
や
担
当
者

の
紹
介
、
支
部
活
動
の
予
定

発
表
を
経
て
、
来
賓
の
方
々

や
田
中
伸
弁
護
士
ら
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
協
力
方
針

や
励
ま
し
な
ど
を
交
え
て
挨

拶
。
懇
親
会
を
経
て
無
事
に

総
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
研
修
会
に
は
二

人
の
講
師
が
登
場
し
ま
し

た
。
ま
ず
「
京
町
家
の
有
効

活
用
」
を
㈱
八
清
の
代
表
取

締
役
・
西
村
孝
平
氏
が
講

演
。
長
年
の
町
家
再
生
の
経

験
を
実
話
を
交
え
て
話
し
ま

し
た
。
現
場
を
多
く
経
験
し

た
西
村
氏
な
ら
で
は
の
町
家

に
よ
る
有
効
活
用
の
事
例
紹

介
は
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
は
「
外
国
事
例
・
20
代

の
ト
レ
ン
ド
か
ら
見
る
入
居

率
を
上
げ
る
四
つ
の
消
費

キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
題
し
た
リ

ク
ル
ー
ト
Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
編
集

長
・
池
本
洋
一
氏
の
講
演
。

入
居
率
ア
ッ
プ
へ
役
立
つ
話

し
で
し
た
。

京都府支部の総会会場

挨拶する吉田支部長

講演する西村孝平氏

㈶
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
京
都
府
支
部
が
開
く
。
５
月
19
日
（
木
）
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
。

〈特別編〉

日管きんき〈5〉京都府支部



支部長の抱負

登
録
制
度
で
管
理
業
を
ア
ピ
ー
ル

兵
庫
県
支
部　

松
本　

智 

支
部
長

　

和
田
興
産
を
は
じ
め
、
５

社
の
新
会
員
を
迎
え
、
目
標

を
１
０
０
％
達
成
、
今
年
度

も
さ
ら
に
４
社
を
目
標
に
会

員
増
加
を
図
り
、
組
織
強
化

に
努
め
ま
す
。

　

秋
か
ら
は
賃
貸
住
宅
管
理

業
者
の
登
録
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
登
録
は
任
意
で

す
が
、
日
管
協
は
賃
貸
住
宅

管
理
業
を
営
む
全
て
の
会
員

の
登
録
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

公
的
な
制
度
に
基
づ
い
て

登
録
さ
れ
た
企
業
で
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
賃
貸

住
宅
管
理
業
者
の
社
会
的
な

地
位
の
向
上
、
オ
ー
ナ
ー
か

ら
の
信
頼
感
が
よ
り
高
ま
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
管
理
業
務
に
対

す
る
公
的
規
制
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
日
管
協
の
会
員
で

あ
れ
ば
、
全
員
が
登
録
し
健

全
経
営
を
続
け
ら
れ
る
状
況

を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
支
部
の
研

修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
質

を
向
上
し
、
全
会
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　日管協は昨年度、組織強化のためにキャンペーンを展
開。兵庫県支部では新たに５社、滋賀県支部にも１社が
新加入しました。今回は新会員の横顔を紹介します。

（兵庫県支部）
和田興産㈱

所在地　神戸市中央区栄町通４丁目２-13
代表者　小阪堅三社長
業　種　不動産販売、不動産賃貸　ワコーレのマンション

名で10年連続神戸市の供給戸数ナンバー１の実績
を誇る。賃貸業も展開。

電　話　078-361-1100㈹

㈱幸和
所在地　尼崎市水堂町４丁目７-８
代表者　東山亜憂樹社長
業　種　建築工事、塗装工事、防水工事等（駐車場、マン

シン床の超速硬化ウレタン防水工事に特色）
電　話　06-6432-6271

㈱鈍渡技研電子工業
所在地　加古郡稲見町加古414-７
代表者　鈍渡喜一郎社長
業　種　電気機械器具製造（各種監視盤製造技術を生かし

て赤外線高齢者見守り装置を開発、製造販売）
電　話　079-492-3228

㈱ライフクリエイト
所在地　加古川市平岡町新在家２丁目280-７
代表者　宮長次郎社長
業　種　不動産賃貸管理、売買、サブリース、リフォーム

（ピタットハウスＦＣ）
電　話　079-425-0980

㈱Ｈ＆Ｎ
所在地　大阪市此花区春日出南３-２-10
代表者　橋本英樹社長
業　種　ガス器具販売（ノーリツ、ハーマンの合弁企業）
電　話　06-4804-8615

 （滋賀県支部）
㈱ＣＯＭＰＡＳＳ

所在地　東近江市八日市緑町９-27　テニー１Ｆ　
代表者　西田和孝社長
業　種　不動産仲介・管理、ミニミニＦＣ、損保代理店、

内装リフォーム工事　
電　話　0748-25-0322

　　和田興産が日管協に加盟　　
賃貸住宅事業が原点

昨年度日管協兵庫県支部
に神戸市内の分譲マンショ
ン供給トップ企業である和
田興産が新加入しました。
加入の理由と今後の方針を
尋ねました。

和
田
興
産
は
昨
年
度

６
１
４
戸
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

を
引
渡
し
、10
年
連
続
で
神

戸
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給

戸
数
１
位
を
続
け
て
い
ま
す
。

同
社
賃
貸
事
業
部
の
有
馬

博
行
事
業
推
進
課
長
は
「
賃

貸
住
宅
事
業
は
１
８
９
９
年

創
業
の
当
社
の
原
点
で
す
」
。

現
在
も
２
０
０
０
戸
余
り

の
賃
貸
住
宅
や
店
舗
、
事

務
所
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

06
年
か
ら
の
３
カ
年
で

約
1
0
0
億
円
の
資
金
を

投
入
し
て
賃
貸
住
宅
事
業

の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
事
業

は
景
気
変
動
の
影
響
が
大

き
く
、
賃
貸
事
業
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
景
気
に
左

右
さ
れ
に
く
い
安
定
し
た
収

入
を
確
保
し
、
経
営
を
安
定

さ
せ
る
た
め
で
す
。
人
件
費

な
ど
の
固
定
コ
ス
ト
を
１
０

０
％
賃
貸
住
宅
事
業
の
収
入

で
賄
う
の
が
目
標
で
す
」
。

加
入
理
由
は
「
賃
貸
経
営

の
仕
事
の
分
野
は
非
常
に
多

角
化
し
て
お
り
、
日
管
協
へ

の
入
会
で
各
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
吸
収
し
、
賃
貸
住
宅
の
経

営
に
生
か
し
て
い
く
の
が
目

的
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

小
阪
堅
三
社
長
の
コ
メ
ン
ト

「
今
回
の
加
盟
を
通
じ
、

地
域
の
健
全
な
賃
貸
住
宅
の

発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
」
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
へ

　
　
　
　
　
　
　

加
入
急
増

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に

よ
っ
て
兵
庫
県
が
組
織
す
る

兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制

度（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
）へ
の

注
目
が
集
ま
り
、加
入
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
。震
災
発

生
前
の
２
月
の
新
規
加
入
が

３
６
１
戸
だ
っ
た
の
に
対
し
、

３
月
は
１
４
５
７
戸
と
一
気

に
４
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

総
加
入
戸
数
は
14
万
戸
余

り
に
達
し
、
加
入
率
は
制
度

が
誕
生
し
て
以
来
初
め
て

８
％
を
超
え
ま
し
た
。
４
月

以
降
も
加
入
者
が
従
来
以
上

の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
制
度

は
年
間
５
０
０
０
円
の
負
担

で
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に

よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
住
宅

の
再
建
資
金
を
最
高

６
０
０
万
円
支
給
す
る
制
度

で
す
。

西
日
本
は
東
南
海
、
南
海

地
震
が
「
い
つ
起
き
て
も
不

思
議
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

並
み
の
被
害
を
受
け
る
と
共

済
制
度
の
財
政
が
破
た
ん
す

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

問
に
対
し
て
兵
庫
県
住
宅
再

建
共
済
基
金
の
北
田
智
弘
企

画
管
理
課
長
は
「
給
付
金
は

兵
庫
県
が
債
務
保
証
し
ま
す

の
で
、
ど
ん
な
災
害
が
起
き

て
も
給
付
金
は
保
証
さ
れ
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

セ
ー
ヨ
ー
産
業
が
本
社
移
転

　

姫
路
市
の
セ
ー
ヨ
ー
産
業

（
大
谷
拓
洋
社
長
）
が
５
月

５
日
に
、
旧
本
社
と
姫
路
駅

南
店
を
統
合
し
、
同
市
御
立

西
２
丁
目
１
―
17
の
新
社
屋

に
移
転
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
を
強
化
す

る
方
針
で
す
。

　

電
話
0
7
9
―
2
9
7
―

3
1
0
1
㈹

地
震
対
策
再
確
認
に

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

　

関
西
も
い
つ
巨
大
地
震
、
津

波
に
襲
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
神
戸
市
の
「
人
と
防
災
未

来
セ
ン
タ
ー
」
で
勉
強
を
！
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
な
ど

を
後
世
に
残
す
こ
と
を
目
的
に
建

設
。
地
震
が
起
き
た
瞬
間
を
映
像

と
音
響
で
生
々
し
く
再
現
、
実
物

大
の
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
が
惨
状
を
伝

え
ま
す
。

　

阪
神
本
線
岩

屋
駅
か
ら
徒
歩

10
分
、
Ｊ
Ｒ
神

戸
線
灘
駅
か
ら

徒
歩
12
分 

。

　

今
年
は
内
部
の
組
織
強
化
、

活
動
の
充
実
を
図
り
た
い
。

具
体
的
に
は
毎
月
１
回
の
定

例
会
を
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

定
例
会
は
毎
回
会
員
企
業

の
自
己
紹
介
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
活
動

を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。 

　

会
費
に
見
合
う
組
織
に
な

る
よ
う
日
管
協
本
部
か
ら
の

情
報
を
い
ち
早
く
伝
え
て
、

具
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う

会
員
の
協
力
を
求
め
ま
す
。

　

滋
賀
県
は
近
畿
の
中
で
唯
一

人
口
が
増
加
し
て
い
る
県
で
す
。

大
手
上
場
企
業
な
ど
が
数
多

く
立
地
し
て
お
り
、そ
の
お
か

げ
で
県
内
の
賃
貸
業
界
で
は
全

体
の
４
割
を
法
人
契
約
が
占
め

て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、１
昨
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
以
降
は
１
割
程
度
ま
で

急
激
に
下
が
り
、最
近
に
な
っ
て

少
し
回
復
し
つつ
あ
る
状
況
で
す
。

し
か
し
、滋
賀
県
は
工
場
や
学
校

の
誘
致
を
続
け
て
お
り
、賃
貸
住

宅
市
場
と
し
て
、ま
だ
ま
だ
可

能
性
あ
る
地
域
で
す
。会
員
の

日
常
業
務
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

和田興産本社

新 会 員 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

支部長の抱負

魅
力
あ
る
エ
リ
ア
を
生
か
す
活
動
を

滋
賀
県
支
部　

山
口 

俊
和 

支
部
長

日管きんき〈6〉 兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部



■奈
良
県
支
部

今
年
度
も
小
西
氏
先
頭
に

　

３
月
18
日
午
後
５
時
半
か
ら

10
人
が
参
加
し
て
市
内
で
奈
良

県
支
部
の
定
例
会
を
開
催
。小

西
克
美
支
部
長
が
議
事
を
進
め

ま
し
た
。

　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
内
容
の

伝
達
。セ
ミ
ナ
ー
担
当
と
広
報

委
員
は
小
西
支
部
長
兼
任
。続

い
て
国
交
省
に
よ
る「
賃
貸
住
宅

管
理
業
者
登
録
制
度
説
明
会
」

に
つ
い
て
、チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
保
険
の

古
川
敏
也
氏
が
説
明
。最
後
に

オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
６
月
11

日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
議
。

議
事
終
了
後
、恒
例
の
親
睦
会

を
開
催
。

■滋
賀
県
支
部

東
北
か
ら
被
災
者
避
難

　

４
月
21
日
、午
後
６
時
か
ら

Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
前
の
草
津
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
＝
写
真
＝
。

15
社
17
人
が
出
席
。滋
賀
県
支

部
で
は
毎
月
１
回
定
例
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。中
嶋
俊
雄
事

務
局
長
の
司
会
で
始
ま
り
、山

口
俊
和
支
部
長
が
挨
拶
。続
い

て
新
会
員
と
し
て
コ
ン
パ
ス
の
西

田
和
孝
社
長

が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
滋

賀
県
支
部
会

員
が
管
理
す

る
物
件
に
東

奈
良
県
支
部
は
６
月
11
日

（
土
）午
後
２
時
か
ら
近
鉄
奈

良
線
西
大
寺
駅
前
の
南
都
銀

行
西
大
寺
支
店
で
第
２
回
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
「
最
近
の
人
は
ど

ん
な
お
部
屋
に
住
み
た
い

の
？
賃
貸
住
宅
の
ニ
ー
ズ
の

移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
リ
ク
ル
ー
ト
社

Ｓ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
池
本
洋
一
編

集
長
が
講
演
し
ま
す
。

同
社
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
今
年

は
年
２
回
開
催
を
目
指
し
ま

す
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
に

支
部
活
動
を
展
開
し
て
い
く

方
針
で
す
。

奈
良
県
な
ど
行
政
と
の
関

係
を
強
化
し
、高
齢
者
居
住
に

関
す
る
助
成
に
つ
い
て
も
、行

政
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
、直

接
質
問
す
る
な
ど
県
の
施
策

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
土
交
通
省
に
よ
る

「
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
登
録

制
度
」が
始
ま
り
ま
す
が
、登

録
の
お
手
伝
い
や
制
度
の
周
知

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
会
員
増

加
に
結
び
付
け
た
い
で
す
。

現
在
、奈
良
県
内
の
賃
貸
住

宅
は
空
室
率
が
近
畿
地
方
の
中

で
も
非
常
に
高
い
状
態
で
す
。既

存
の
賃
貸
住
宅
の
間
取
り
や
住

宅
設
備
と
現
実
の
ニ
ー
ズ
と
の
間

の
乖
離
、ギ
ャッ
プ
が
大
き
い
で
す
。

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
は
、

既
存
の
賃
貸
住
宅
の
大
幅
な
リ

ニュ
ー
ア
ル
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
が

必
要
で
す
。そ
の
方
法
や
タ
イ

ミ
ン
グ
の
知
識
も
セ
ミ
ナ
ー
を

通
じ
て
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
２
月
に
亡
く
な
っ
た
竹

内
前
支
部
長
は
、日
管
協
の
組

織
強
化
に
非
常
に
強
い
意
欲

を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。私

も
そ
の
遺
志
を
引
き
継
い
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
の
賃
貸
住
宅
市

場
は
、ほ
と
ん
ど
和
歌
山
市
周

辺
に
限
ら
れ
、非
常
に
狭
い
地
域

に
絞
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
も
、

数
少
な
い
賃
貸
住
宅
管
理
会
社

が
、地
域
を
分
け
て
存
在
し
、ほ

と
ん
ど
競
合
が
な
い
状
態
で
す
。

現
在
県
内
に
７
社
あ
る
賃

貸
管
理
業
者
の
う
ち
４
社
が
日

管
協
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。今

後
は
関
連
業
者
の
加
入
も
勧
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
内
に
は
全
宅
連
や
全
管

協
な
ど
不
動
産
関
連
の
団
体

が
組
織
活
動
を
し
て
い
ま
す

が
、ど
こ
の
会
合
に
行
って
も
、い

つ
も
同
じ
顔
触
れ
で
す
。そ
こ

で
、セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
共
同
で

開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、内

容
を
よ
り
充
実
し
て
、魅
力

ア
ッ
プ
を
図
って
い
き
ま
す
。

10
月
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

は「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
」を
テ
ー
マ
に
行
う
予
定

で
す
。

各県支部総会、共通テーマは登録制度

５
月
12
日
の
和
歌
山
県
支
部
を
皮
切
り
に
、
今
年
の

総
会
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
県
の
共
通
テ
ー

マ
は
、
秋
か
ら
始
ま
る
国
土
交
通
省
の
「
賃
貸
住
宅
管

理
業
者
登
録
制
度
」
へ
、
全
会
員
企
業
の
登
録
を
目
指

し
て
呼
び
か
け
ま
す
。

各
県
支
部
の
ト
ッ

プ
を
切
る
の
は
和
歌

山
県
支
部
。５
月
12

日
午
後
、和
歌
山
市

有
本
の
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ

ス
の
新
社
屋
、本
社
・

会
員
間
の
情
報
交
換
も

管
理
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
。

10
月
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
事
業
計

画
案
、予
算
案
な
ど
を
決
議
。

５
月
20
日
午
後
か
ら
奈
良

県
支
部
が
、近
鉄
奈
良
線
西
大

寺
駅
前
の
南
都
銀
行
会
議
室

で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
西
克
美
支
部
長
が
、セ
ミ

ナ
ー
を
６
月
と
秋
の
年
２
回

開
催
す
る
な
ど
の
活
動
方
針

案
、予
算
案
な
ど
を
説
明
、全

会
一
致
で
採
択
。こ
の
あ
と
懇

親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
支
部
は
５
月
23
日

午
後
か
ら
神
戸
市
中
央
区
の

神
戸
市
勤
労
会
館
で
支
部
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。活
動

方
針
案
、予
算
案
な
ど
を
決
議

し
た
後
、日
管
協
本
部
の
飯
島

繁
樹
係
長
が
、本
部
の
活
動
方

針
や
更
新
料
裁
判
の
状
況
、管

理
業
者
登
録
制
度
に
対
す
る

取
り
組
み
状
況
を
説
明
し
ま

し
た
。

休
憩
後
、新
会
員
の
自
己
紹

介
、会
員
間
の
情
報
交
換
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
あ
と
、

場
所
を
変
え
て
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
支
部
は
５
月
19
日
、

午
後
か
ら
Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
前

の
草
津
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

山
口
俊
和
支
部
長
が
挨
拶
、活

動
方
針
案
、予
算
案
な
ど
を
決

議
し
ま
し
た
。

奈
良
県
支
部
６
月
11
日
、
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

「
賃
貸
住
宅
の
ト
レ
ン
ド
と
は
」

【奈良県支部第２回オーナーセミナー】

日時　６月 11 日午後２時～午後５時
　　　（開場午後１時 30 分）
会場　南都銀行西大寺支店３階会議室

（奈良市西大寺東町 1-37-35）
　　　近鉄奈良線西大寺駅北側約 100 ｍ。
定員　50 人、申し込み先着順　
　　　（定員に達し次第締め切り）。

ト
調
査
な
ど
の
豊
富
な
デ
ー
タ

を
使
っ
て
、現
在
の
賃
貸
住
宅

入
居
者
が
求
め
る
間
取
り
や

住
宅
設
備
な
ど
、具
体
的
な
例

を
示
し
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

ま
た
、奈
良
県
土
木
街
づ
く

り
推
進
室
住
宅
課
が「
奈
良

県
の
住
宅
政
策
に
つ
い
て
」を

講
演
し
、奈
良
県
の
住
宅
政
策

や
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
の「
登

録
制
」の
実
施
な
ど
賃
貸
住
宅

市
場
を
取
り
巻
く
、環
境
の
変

化
に
つい
て
も
説
明
し
ま
す
。

奈
良
県
支
部
は
昨
年
初
め

て
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
好
評
で
し
た
。
今
年

度
は
今
回
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
の
ほ
か
、
10
月
に
も
第

３
回
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
・
役
員
会　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

日
本
大
震
災
の
被
災
者
が
計
４

家
族
避
難
し
て
き
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

■和
歌
山
県
支
部

竹
内
氏
の
遺
志
引
き
継
ぐ

　

４
月
28
日
午
後
４
時
か
ら
、

和
歌
山
市
有
本
の
レ
ン
タ
ル

ハ
ウ
ス
本
社
で
６
社
が
出
席

し
て
開
催
。鈴
木
正
典
支
部
長

の
挨
拶
に
続
い
て
５
月
12
日
午

後
２
時
か
ら
総
会
の
開
催
と
10

月
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し

た
。最
後
に「
賃
貸
住
宅
管
理

業
者
登
録
制
度
」に
つい
て
説
明
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
事
務
局
長

を
務
め
て
い
た
杭
英
二
事
務
局

長
の
後
任
と
し
て
、レ
ン
タ
ル
ハ
ウ

ス
の
藤
井
彰
人
取
締
役
部
長
が

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■兵
庫
県
支
部

組
織
拡
大
、
４
社
目
標

　

4
月
12
日
、Ｊ
Ｒ
三
宮
駅
近
く

で
兵
庫
県
支
部
役
員
会
を
開
催
。

松
本
智
支
部
長
、大
谷
拓
洋
相

談
役
、西
岡
儀
和
副
支
部
長
、越

野
芳
明
事
務
局
長
が
参
加
。

　

決
算
発
表
と
予
算
案
を
決
定
、

５
月
23
日
に
支
部
総
会
を
開
催
。

続
い
て
７
月
に
西
宮
で
の
セ
ミ

ナ
ー
、情
報
交
換
会
、９
月
に
姫

路
で
の
研
修
会
の
開
催
を
決
定
。

ま
た
組
織
拡
大
目
標
を
４
社
増

と
し
ま
し
た
。

上から奈良県、兵庫県、
滋賀県各支部総会

支部長の抱負

入
居
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
対
応

奈
良
県
支
部　

小
西 

克
美 

支
部
長

支部長の抱負

県
内
の
各
組
織
と
セ
ミ
ナ
ー
共
催
へ

和
歌
山
県
支
部　

鈴
木 

正
典 

支
部
長

和歌山県支部総会

日管きんき〈7〉兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部



●日管協 近畿ブロック 6支部の活動と予定●
月 行事・活動内容 備　考

4

・	11 日　近畿ブロック会議（各支部、支部長、事務局長、
広報委員など人事の報告。「日管きんき」発行へ協力
体制の確認）。

・	各支部で役員会（運営委員会、執行部会、定例会など開く）
・	近畿ブロック会議23年度開催予定（4月、6月、7月、
9月、10月、11月、1月、3月）。

・	28 日　京都市「すまいよろず相談」相談員研修（京都）
・	東日本大震災被災者向け居住者支援（全会員）

・「日管きんき」発行へ
各支部広報委員活動

・各支部震災支援開始

5

・	各支部総会
	 12 日　和歌山県。19 日　滋賀県、京都府。
	 20 日　奈良県。
	 23 日　兵庫県。27 日　大阪府。
・	17 日　組織委員会、会員増へ対策（大阪府）
・	23 日　レディース部会見学会（京都府）

大阪府支部が組織委員
会新発足で会合

6

・	 1 日　「日管きんき」発行（近畿ブロック6支部の広報紙）
・	3 日　近畿ブロック会議（各支部役員出席。10月の
オーナーセミナーの実施予定。本部理事会からの報告。
本部役員の発表など）。

・	11 日　オーナーセミナー（奈良県）

日管協本部全国理事会
最高裁、更新料裁判
・10日　震災調査研
究研修会（京都府）

7
・	22 日　近畿ブロック会議（各支部役員出席。5月の
各支部総会で発表の新人事の確認。登録制度実施状況）。

・	レディース部会（女性の目で見る空室対策）（京都府）

・兵庫県支部が西宮で
セミナー

8
・	定例会、研修会
・	各支部の地元行政との連携活動
・	会員拡大各支部で実施

9
・	6 日　近畿ブロック会議（各支部役員出席。10月の
各支部のオーナーセミナー実施の内容確認）。

・	京都府支部レディース部会

賃貸不動産経営管理士
講習会
・兵庫県支部が研修

10

・	1 日　「日管きんき」発行
・	4 日　近畿ブロック会議
・	国交省後援による「オーナーセミナー」各支部独自に
開催。

・	各支部部会活動

６支部でオーナーセミ
ナー開催

11
・	14 日　近畿ブロック会議。各支部よりセミナー開催
結果報告など。

・	ソフトボール大会（各支部参加、近畿ブロック主催）

・京都府支部レディース
部会予定

12 ・	各支部運営委員会、定例会開く 賃貸不動産経営管理士
講習会

1

・	近畿ブロック新年賀詞交歓会
・	各支部新年賀詞交歓会開く
・	15 日　「日管きんき」発行
・	 20 日　近畿ブロック会議開く。各支部の会員活動報告。

６支部でオーナーセミ
ナー開催

2 ・	レディース部会（大阪府）開く

3 ・	12 日　近畿ブロック会議。年度最後の集まり。（新
年度の各支部の委員会活動の報告と会員増減確認。）

決
〟の
普
及
の
た
め
で
す
。入

会
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
左

表
の
各
支
部
で
日
管
協
の
資

料
が
豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

経
営
的
な〝
管
理
〟の
普
及
と
推
進

日
管
協　

入
会
メ
リ
ッ
ト
示
し
会
員
募
集

　
「
日
管
き
ん
き
」の
第
１
号
発

刊
で
す
。近
畿
の
各
支
部（
大
阪
、

京
都
、兵
庫
）で
独
自
に
発
行
し

て
き
た「
広
報
紙
」を
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
枠
組
の
中
で「
日
管
き

ん
き
」と
い
う
名
称
の
も
と
に
一

元
化
し
て
の
発
行
で
す
。①
各
エ

リ
ア
の
情
報
共
有
②
賃
貸
市
況

の
共
通
認
識
③
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
各
方
面
へ
情
報
発
信
。読

者
は
近
畿
の
６
支
部
に
属
す
る

賃
貸
管
理
業
者
か
ら
行
政
や

オ
ー
ナ
ー
、一般
入
居
者
も
対
象

で
す
。ニュ
ー
ス
や
解
説
、人
物
紹

介
ま
で
の
紙
面
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。（
広
報
委
員
会
）

　

全
国
規
模
で
一
千
社
を
超

す
管
理
会
社
の
組
織「
財
団

法
人
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協

会（
本
部
東
京
、三
好
修
会

長
）」は
、さ
ら
に
大
き
な
組

織
を
目
指
す
た
め
、研
修
や

講
演
会
な
ど
の
機
会
を
生
か

し
て
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ

し
て
、会
員
を
募
集
中
で
す
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク（
長
田
修
ブ
ロ
ッ

ク
長
）は
近
畿
の
６
支
部
か
ら

な
り
、会
員
増
・
組
織
拡
大
を

共
通
し
た
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま

す
。入
会
促
進
へ
は
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
一
般
に
公
開
中
で
す
。

今
秋
か
ら
公
益
財
団
と
し
て

の
再
ス
タ
ー
ト
を
機
に
さ
ら
に

信
頼
で
き
る
管
理
業
者
集
団

と
し
て
、社
会
か
ら
の
信
頼
も

さ
ら
に
増
し
そ
う
で
す
。現
在

は
日
管
協
提
案
の「
め
や
す
賃

料
表
示
」の
普
及
や
国
交
省

主
導
の「
賃
貸
住
宅
管
理
業

者
登
録
制
度
」へ
の
参
入
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
で
地
域
に
合
っ
た

研
修
や
勉
強
会
を
開
い
て
、こ

れ
を
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
で
応

援
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
は

〝
高
度
な
管
理
を
目
指
す
に

は
日
管
協
へ
入
会
す
れ
ば
解

10
月
に
オ
ー
ナ
ー
向
け
セ
ミ
ナ
ー

て
国
が
主
導
し
て
全
国
展
開

で
行
う
「
住
生
活
月
間
」
。

今
年
度
も
オ
ー
ナ
ー
向
け
に

「
安
心
・
安
全
・
住
環
境
向

上
」
を
テ
ー
マ
に
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
に
属
す
る
６
支
部
は

そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
特
徴
を

生
か
し
、
関
連
団
体
や
地
元

自
治
体
と
協
力
し
て
開
催
し

ま
す
。
次
号
10
月
１
日
発
行

で
は
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
詳

し
く
報
告
で
き
そ
う
で
す
。

国
交
省
後
援
、

支
部
独
自
の
プ
ラ
ン
で

　

毎
年
九
〜
十
一
月
に
か
け

日管協 近畿ブロック6支部の事務局 ガイド

●大阪府支部　地下鉄谷町6丁目駅下車歩5分
〒542-0012
大阪市中央区谷町7丁目5-22　南納税協会2F
（全国賃貸住宅経営協会大阪本部事務所内に併設）
　TEL.06-6761-1152　FAX.06-6764-0132
　E-mail.nikkankyo1020@aria.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●京都府支部　烏丸通沿いのビジネス街
〒604-8172
京都市中京区烏丸通三条上る場之町599　CUBE OIKE 4F
　TEL.075-211-4774　FAX.075-251-1144
　E-mail.kyoto@jpm.jp
　「相続・相談コーナー」も同居。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●兵庫県支部　阪急、阪神、JR三宮駅から歩10分
〒651-0093
神戸市中央区二宮町1丁目2番3号　マスダビル5F（ハウ
スプロメイン内）
　TEL.078-222-0837　FAX.078-242-6656
　E-mail.satoshi@hpm.co.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●滋賀県支部　JR栗東駅歩すぐ
〒520-3031
滋賀県栗東市綣1丁目11-18（日建総合管理室内） 
　TEL.077-552-8101　FAX.077-552-2044
　E-mail.nikken@ymail.plala.or.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●奈良県支部　近鉄西大寺駅歩すぐ
〒631-0816
奈良市西大寺本町1番6号（丸和不動産内）
　TEL.0742-36-0001　FAX.0742-36-0055
　E-mail.chintai@apaman.ne.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●和歌山県支部　JR和歌山駅よりバス
〒640-8390
和歌山市有本827-6（レンタルハウス内）
　TEL.073-426-1163　FAX.073-431-9990
　E-mail.dora0729af@yahoo.co.jp

日管きんき〈8〉 近畿ブロック６支部


